
1．はじめに

地域振興のための方策において効果をもたらすツーリ
ズムについては、推進すべきツーリズムが多様な特性、
それらに基づく異なった有効性をもつことに着目する必
要がある。この点は、地域振興において焦点となる地域
特性、それと密接に関わるツーリズムの対象としての地
域資源と直結し、地域振興を促す効果を生み出し、高め
るためにもつべき機能を中心とするツーリズムの特性を
重視することによって、ツーリズムの推進主体、推進体
制、推進方法といった点でとらえられるツーリズム推進
の異なったあり方を焦点とした地域振興のためのより有
効な方策の構築、具体化につなげることが可能になると

考えられる。
また、そこで重視すべきツーリズムの特性について

は、地域振興のための方策において推進される多様なツ
ーリズムがもつ異なった機能のあり方に着目することが
必要となる。そのため、地域振興の対象となる地域内に
おいて、あるいは、地域外との関わりのなかでツーリズ
ムがもつ効果的な機能、それらの相互関係に関して軸と
なる側面を見出し、それを地域振興において構築、具体
化すべき機能のあり方の基本として明確にするととも
に、そこから地域特性に適合した、地域振興にとってよ
り有効な重視すべきツーリズムの特性の具体化、さらに
は、それらと地域振興のための方策との関係に関わる論
点に結びつけることが重要になるといえる。
以上の点、また、ツーリズムを中心とする地域振興に
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関わる地域的関係（森 2012）、地域振興のための政策
推進において重視すべき方策とツーリズムとの関係に関
わる論点（森 2013）、地域振興におけるツーリズム推
進のための方策に関係づけた地域経済に関わる論点（森
2015）をふまえ、本稿では、ツーリズムの特性、地域
振興のための方策各々、両者間の関係が多様な地域、地
域資源との関わりをもつことを焦点とする地域的視点に
基づき、まず、ツーリズムがもつ機能に関して軸となる
側面と結びついた重視すべきツーリズムの特性を提示
し、各々について考察する。次いで、そうしたツーリズ
ムの特性と地域振興のための方策との間において軸とな
る関係とその地域的展開に関して重視すべき論点を提示
し、各々について考察する。

2．重視すべきツーリズムの特性

ツーリズムがもつ機能に関して軸となる側面について
は、推進されるツーリズム自体を構成する諸側面、諸要
素と一体化させてとらえる必要がある。そのためには、
地域振興を促す効果を生み出し、高めるための有効な機
能のあり方として包括的に構築、具体化を図ることが重
要となるが、そこでは、特に、地域特性と密接に関わる
ツーリズムの対象としての地域資源、また、多様な個々
の機能、機能群、それらの相互関係、機能構成を包括的
に結びつけつつとらえることが不可欠になるといえる。
こうした点をふまえ、ツーリズム推進において基本にな
るとともに、地域振興を促す効果に関して軸として機能
することを焦点とすることによって、次の 2つの重視
すべきツーリズムの特性が提示される1）。
第 1は、中核的な地域資源を基盤とし、それと直結

する機能を中心とする多様な機能の異なった包括性、複
合性をもつとともに、ツーリズム推進においては、統合
的、一体的な効果をもたらすことを軸とする特性、第 2
は、異なった特定の機能を中心とする独自性をもつとと
もに、ツーリズム推進においては、異なった地域資源と
の関わりに基づく個々の機能、中心となる機能間の相互
関係による多様な効果をもたらすことを軸とする特性で
ある。
第 1の特性では、異なった包括性、複合性とそれら

がもたらす効果との関係について、まず、推進されるツ
ーリズムにおいて、中核的な地域資源の価値、魅力を基
盤とする諸機能が総体として特定の特性をもつことに関
しては、ツーリズムが総体としてもたらす統合的、一体
的な効果が重要となる。ここでは、ツーリズムがもつ機

能が、中核的な地域資源を基盤とすることによる固有性
をもつ一方、特定の地域資源を基盤とすることによって
限定的な特性をもつ点に着目する必要がある。これにつ
いては、そうした固有性に基づく包括性、複合性をもつ
ことによって、総体としてもたらす効果をより高めるこ
とが重視される。特に、統合的、一体的な効果をもたら
すことに関しては、個々の機能ごとの中核的な地域資源
との関わり、そうした地域資源を基盤とすることによっ
て効果的となる機能群、ツーリズム推進において軸とな
る機能間の相互関係、特定の地域資源を基盤としつつも
機能ごとの地域資源との多様な関わりを活かした機能構
成を具体化し、ツーリズム推進に結びつけることが不可
欠となる。
次いで、中核的な地域資源の価値、魅力を基盤とする

諸機能をもつ中心となるツーリズム推進とそれを補完す
るツーリズム推進との相互関係が形成されることに関し
ては、各々は総体として特定の特性をもつことになる
が、効果では、各々がもたらす個々の効果とともに、両
者間の相互関係がもたらす効果を含めた統合的、一体的
な効果のあり方が重視される。両者各々のツーリズム推
進における機能については、先の総体として特定の特性
をもつ場合と同様の点が指摘されるが、両者間の相互関
係においては、両者各々がもつ機能間の関係を視野に入
れる必要がある。中心となるツーリズム推進では、統合
的、一体的な効果をもたらすための軸となる機能をもつ
ことになるが、そこでは、それを補完するツーリズム推
進において核となる機能との間で相乗効果を生み出し、
高めることが焦点となる。特に、そうした機能と中核的
な地域資源との関わりは、異なった条件における包括
性、複合性をもったツーリズム推進のあり方を見出すこ
とを必要とし、したがって、ツーリズムがもつ機能に関
しては、ツーリズム推進の展開のプロセスを明確にする
ことと一体化させた具体化が重要になるといえる。
さらに、中核的な地域資源の価値、魅力を基盤とする

諸機能が総体として特性をもつツーリズム推進が、異な
った条件において個々に展開することに関しては、包括
性、複合性の多様化とともに、各々における異なった機
能のあり方に基づく特性の多様化を視野に入れることが
重要となる。ここでは、核となる機能を軸とするツーリ
ズム推進の展開のプロセスが進展し、条件の多様化とと
もにより錯綜することになると考えられるため、推進さ
れるツーリズムがもつ機能間の相互関係をそうしたプロ
セスの進展に関係づけながら明確にすることが不可欠と
なる。また、統合的、一体的な効果をもたらすうえで軸
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となる相互関係を見出すことが重要となるが、各々のツ
ーリズム推進に関わる機能に関しては、中核的な地域資
源との関わりに基づく異なった内容、重要性をもつこと
が重視されることとなり、したがって、軸となる相互関
係がそれらによって多様化することをふまえた機能、ツ
ーリズム推進の具体化を図ることが必要となる。
第 2の特性では、異なった特定の機能を中心とする

独自性とそれらがもたらす効果との関係について、ま
ず、ツーリズム推進において、複数の中心となる特定の
機能が複合化することによる特性をもつことに関して
は、各々のツーリズムにおいて中心となる機能間の相互
関係がもたらす複合的な効果が重要となる。異なった特
定の機能については、各々の独自性を活かしつつ融合化
を図ることによって、新たな複合的な効果を生み出し、
高めることにつながる一方、各々の独自性が一層強ま
り、個々の特定の機能がもたらす効果を相乗的に高める
ことを重視する必要がある。そのため、ツーリズム推進
においては、そうした個々の機能、それらの相互関係の
具体化が不可欠となるが、特に、個々の機能を構成する
より詳細な個別の機能、それらによる効果的な機能群、
中心となる異なった特定の機能間におけるそれらの相互
関係に関して、効果と直結させた具体化を焦点とするこ
とによって、中心となる異なった機能を軸とするツーリ
ズム推進、さらには、新たな機能特性をもったツーリズ
ム推進を想定することが可能になると考えられる。
次いで、中心となる異なった特定の機能間で形成され

る相互関係に関しては、まず、中核的な機能とそれを補
完する機能が軸となることについて、地域資源、また、
ツーリズム推進が関わる生活や経済、環境などの領域の
特性を基に、ツーリズム推進を先導する中核的な機能と
ともに、補完的なツーリズム推進において中心となるそ
れとは異なった機能を明確にし、両者が一体化し、総体
としての効果を高めるためのツーリズム推進の具体化が
必要となる。その際には、地域資源との関わりにおける
両者の整合性と各々の独自性、推進されるツーリズムに
おいて基本となる領域、異なった領域間の関係の特性に
基づき、両者間の相互関係においてツーリズム推進の有
効性をより高めるうえで焦点となる側面を見出すことが
重要になるといえる。また、中心となる異なった特定の
機能が各々の固有性に基づく相互関係を形成することに
ついては、多様な機能各々、それらの相互関係が一体的
な効果を生み出し、高めることが不可欠となるため、
個々の機能の効果とともに、それらの相互関係がもたら
す効果を中心とするツーリズム推進が重視されることに

なる。ここでは、個々の機能だけではなく、異なった機
能間の相互関係のあり方と効果との関係が重要となる
が、特に、そうした相互関係が個々の機能をより効果的
にする点に着目することによって、錯綜した機能間の相
互関係において、ツーリズム推進の有効性をより高める
うえで焦点となる側面が、個々の機能の地域資源との関
わりやツーリズム推進が関わる領域の特性によって特定
化された内容、また、個々の機能の特性に応じた多様な
それらの組合せ、複合、融合、一体化を伴うより広範な
内容を含むことになると考えられる。
さらに、複数の中心となる特定の機能が、異なった条

件において個々にツーリズム推進を促す展開に関して
は、各々特定の機能を中心とするツーリズム推進ではあ
るが、特定の機能を中心とするより包括的な機能特性を
もつことによって、各々が統合的な性格をもったツーリ
ズム推進とすること、また、それらに基づく包括的、統
合的な効果に着目することが重要となる。ここでは、推
進されるツーリズムごとの機能のあり方がまず焦点とな
り、中心となる機能とともに、多様な地域資源との関わ
り、ツーリズム推進が関わる領域の多様化、複合化に結
びついた機能を明確にし、それらに基づき各々のツーリ
ズムの独自性を強化、創出する一方、個別の包括的なツ
ーリズム推進の展開が可能となるための条件を具体化す
ることが必要となる。また、ツーリズム推進では、中心
となる機能を基本とすることになるが、機能の多様性、
包括性を高めることに伴って、各々のツーリズム推進の
展開のプロセスが錯綜すると考えられるため、新たな機
能の創出を含めた機能自体のあり方とともに、それと直
結したツーリズム、それがもたらす効果をふまえた包括
的なツーリズム推進のあり方の具体化を図ることが必要
になるといえる。

3．地域振興のための方策との関係とその地域的展開

重視すべきツーリズムの特性と地域振興のための方策
との関係については、ツーリズム推進と地域振興のため
方策の推進との間において、地域振興において有効に作
用する軸となる関係を見出すことが焦点となる。そのた
めには、重視すべきツーリズムの特性、地域振興のため
の方策からとらえられるそうした軸となる関係の基本と
なる側面をまず明確にすることが必要であり、そこから
本稿における地域的視点に基づく重視すべき論点に結び
つけることが不可欠となる。また、その際には、特に、
重視すべきツーリズムの特性、地域振興のための方策
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各々が地域振興の対象となる地域を中心とする多様な地
域、両者の基盤となる地域資源との関わりをもっている
ことから、軸となる関係に関してもその地域的展開と関
係づけることが重要になるといえる。
こうした点に関して、三重県における観光振興のため

の施策では、森（2013）で取り上げた三重県農水商工
部観光局観光・交流室（2012）が「三重県観光の持続
的な発展に向けた施策の展開」について示している（表
－1）。本計画では、「観光振興に関する施策を総合的か
つ計画的に推進していく」（三重県農水商工部観光局観
光・交流室 2012：1）としているが、地域別の施策に
ついては、「おもてなしの心を形にする観光の魅力づく
り・人づくり」の「地域の持続的な観光地づくりへの支
援」における「地域別観光振興の方向」で示しており、
森（2004, 2005, 2006, 2008, 2009, 2010, 2011, 2012,

2014, 2015）で取り上げている三重県東紀州地域につ
いても北勢地域、中南勢地域、伊勢志摩地域、伊賀地域
とともにそこで示している。
また、三重県において 2009年度から 2014年度まで

行われてきた「美し国おこし・三重」について「美し国
おこし・三重」実行委員会（2015 a）が出されている
（表－2）。本表における「パートナーグループ」は、
「「美し国おこし・三重」の取組の趣旨に沿って、自発的
に地域をよりよくしていこうとする活動を行う」グルー
プとされており、三重県全体で累計 743の登録数のう
ち、東紀州地域は 112となっている（「美し国おこし・
三重」実行委員会 2015 a : 25-26）2）。また、「活動分
野」には、「祭り・イベント」、「総合的なまちづくり」
などとともに、「観光振興」が含まれている（「美し国お
こし・三重」実行委員会 2015 a : 26）3）。

表－1 「三重県観光振興基本計画」における「三重県観光の持続的な発展に向けた施策の展開」

1．式年遷宮の好機を生かした国内誘客
①式年遷宮の好機を生かした観光ＰＲ・誘客のさらなる強化 ②周遊性・滞在性の向上につながる誘客のしくみづくり

③体験型観光を通じた教育旅行の誘致
2．三重県の特性を生かした海外誘客
①海外の市場動向に応じたプロモーション及び誘客活動の展開 ②国及び他府県との広域連携の推進 ③外国人観光旅

行者の受入体制の整備充実
3．観光産業の高付加価値化
①観光産業の育成・振興 ②観光産業の複合化による新たなツーリズムへの対応 ③観光産業の高度化につながる県産

品の魅力づくり
4．おもてなしの心を形にする観光の魅力づくり・人づくり
①観光地づくりを担う人材の育成（「おもてなし」の向上） ②県民の観光行動の促進 ③地域の持続的な観光地づくり

への支援
5．利便性・快適性に優れた観光の基盤づくり
①観光地の景観形成・快適な交流空間づくり ②人にやさしい観光地づくり ③観光旅行の安全・安心の確保 ④観光

振興に資する交通基盤等の構築

出典：三重県農水商工部観光局観光・交流室（2012 : 28-45）により作成。

表－2 「美し国おこし・三重」

「美し国おこし・三重」の初年度となる平成 21年度には、「オープニング」を実施するとともに、取組の基本となる
「地域での美し国おこし」をスタート、県内各地域における座談会の開催やパートナーグループの登録およびサポートを
進めた。
この 6年間の取組の中で、地域の課題やビジョンを話し合う座談会を 3,840回開催するとともに、県民の皆さんの幅

広い参加を得て実施する拡大座談会等を 140ヶ所で開催してきた。また、地域づくり活動を行う 743グループ・団体の
皆さんがパートナーグループに登録し、これらのグループに対しては専門家派遣、広報支援、ネットワーク化支援、財政
的支援など、グループの活動の進捗状況や課題に応じたきめ細かな支援を行った。
平成 22年度～24年度は、県内各地のパートナーグループの活動の中から共通する分野の活動を連携し全県的・広域的

な取組を推進する「テーマに基づき全県的に取り組む美し国おこし」において、「人と自然の絆づくり」、「人と地域の絆
づくり」および「人と人の絆づくり」の 3つの理念に基づくテーマを設定し、県内各地でプロジェクトを実施した。
そして、平成 25年度には「県民力拡大プロジェクトプレイベント」を実施するとともに、取組の最終年となる平成 26

年度には、6年間の取組の成果を県内外にアピールし、地域をよりよくしていこうとする三重の県民力を新たな時代に向
かって拡大する「県民力拡大プロジェクト」を実施した。

注）「「美し国おこし・三重」の 6年間のあゆみ」の一部について記載している。
出典：「美し国おこし・三重」実行委員会（2015 a : 4）により作成。
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これらについては、地域振興のための方策の推進にお
いて、地域特性を活かした総合的な観光振興のための取
組みと直結した特性をもつツーリズム、あるいは、多様
な領域に関わる地域振興、地域づくりのための活動、行
動、それを担う主体との関わりをもち、それら各々に基
づく多様な特性をもつツーリズムといった異なった特性
に基づくツーリズム推進の重要性につながることが期待
され、したがって、ツーリズム推進と地域振興のための
方策の推進との間において、具体的な取組みや主体の活
動、行動、それらの地域的展開に関して軸となる関係の
具体化に関わることになると考えられる。
こうした点、また、周辺地域（peripheral areas）に

おけるローカルなツーリズム・システム、それと地域的
なツーリズム・イノベーション・システムとの関係
（Carson, D. A. et al. 2014）、デスティネーションの発
展におけるツーリズムに関わる政策ネットワーク、イノ
ベーションを指向するデスティネーションの発展政策に
おけるガバナンスがもつ問題（Halkier 2014）などの
ツーリズムの特性、機能、推進、それらに関わる政策、
問題についての論点との関わり4）をふまえることによっ
て、包括性、複合性、また、ツーリズムの特性を焦点と
した地域振興各々に関わる 2つの重視すべき論点が提
示される。

（1）包括性、複合性に関わる論点
この論点では、ツーリズム推進と地域振興のための方

策の推進との間において、包括性、複合性を基盤とした
両者の地域的展開を促すことを軸とする関係が焦点とな
る。これについては、まず、ツーリズム推進と地域振興
のための方策の推進において、対象となる地域が整合
し、両者が総体として一体化することに関して、ツーリ
ズム推進において対象となる中核的な地域資源を基盤と
するツーリズムの特性と、地域振興のための方策として
の取組みから構築される地域振興を促す仕組みとの関係
を重視する必要がある。ツーリズムについては、推進主
体、推進体制、推進方法といった点に着目した特性の総
体としてのあり方を具体化することが不可欠となるが、
地域振興においては、それを基本とする取組みを明確に
し、そこから見出される有効な個々の取組み、それらの
有効な組合せ、連携を方策の柱とすること、また、ツー
リズムに関わる取組みとは異なった柱となる取組み、そ
れらの組合せ、連携を視野に入れることによって、地域
振興を促す包括的、複合的な効果をもたらすための仕組
みを構築、具体化することが必要になるといえる。

ツーリズム推進、地域振興のための方策の推進各々に
おいて対象となる地域が整合する地域的展開について
は、両者各々に関わる主体の活動、行動、あるいは、機
能、取組みの地域的展開が連携、一体化することが不可
欠となる。そのため、ここでの関係において包括性、複
合性を基盤とすることは、ツーリズムの特性をふまえつ
つ、ツーリズムを含む地域振興における地域特性に基づ
くそうした基盤からもたらされる関わりが軸となる関係
を形成することが重要になると考えられる。したがっ
て、地域振興のための方策総体としての推進の地域的展
開が、ツーリズム推進における地域特性と整合すること
が不可欠となり、両者の直接の対象となる地域だけでは
なく、両者が地域内外においてもつ関わりを視野に入れ
た地域的展開をより効果的にすることが、地域振興のた
めの方策において焦点となる仕組みの構築に関して重視
されることになる。
次いで、ツーリズム推進と地域振興のための方策の推

進との間において、中心となる地域とそれを補完する地
域との関係が対象となる地域の基本となり、両者がそれ
に基づいて相互関係を形成することに関しては、ツーリ
ズム推進、地域振興のための方策の推進各々において、
中心となる個々の取組み、それらの有効な組合せ、連
携、補完的なそれらとの関係から、地域振興を促す包括
的、複合的な効果をもたらすことが焦点となる。ここで
は、特に、そうした関係がより有効に機能するための両
者における取組みから構築される仕組みの具体化が重要
となるが、その際には、ツーリズムがもつ包括的、複合
的な機能に基づく特性とともに、地域振興を促す包括
的、複合的な取組みにおいてそれと一体化したツーリズ
ムを含む地域振興のための方策のあり方を具体化するこ
とが不可欠になると考えられる。そのため、それらを結
びつけることによってより有効となるツーリズム推進の
ための取組み、それを担う主体などに関する特性ととも
に、ツーリズムを中心にそれらを組み込んだ地域振興の
ための方策としての取組みの具体的内容を明確にするこ
とが重要となる。
中心となる地域とそれを補完する地域との関係に基づ

く地域的展開については、ツーリズムの特性を焦点とし
つつ、ツーリズムを含む地域振興における地域特性に基
づく包括性、複合性を基盤とするとともに、そうした関
係がより効果的な軸として機能するための方策が重要と
なる。したがって、ツーリズム、地域振興のための方策
各々の推進に関わる取組みについては、各々における有
効なあり方と結びついた地域的展開を可能とすることが
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必要となり、そのためには、ここでの関係に基づき、
各々における取組み、それらの間の相互関係が有効性を
もたらす取組みの地域的展開において形成される地域的
関係と一体化させることによって効果をもたらす仕組み
の構築、具体化に結びつけることが不可欠になると考え
られる。
さらに、ツーリズムと地域振興のための方策が、個々

に異なった地域を対象として推進され、両者がそうした
地域ごとに一体化することに関しては、個々の地域がも
つ異なった条件に応じた両者間における有効な関係が重
視され、それが地域振興を促す包括的、複合的な効果を
もたらすことが焦点となる。ここでの有効な関係につい
ては、両者が推進される個々の地域ごとに異なった条
件、それらに基づく多様化を視野に入れることが必要と
なる。そのため、各々の地域におけるそうした関係で
は、ツーリズムと地域振興のための方策が各々総体とし
て関わる領域の特性、それらに基づく包括的、複合的な
効果をもたらすための異なった条件における取組み、そ
れらの有効な組合せ、連携を中心とする地域ごとに異な
った仕組みの構築が不可欠になるといえる。特に、そう
した条件は、ツーリズム推進、地域振興のための方策の
推進において柱となる取組みにおける領域の特性との関
係、それに基づくツーリズムと地域振興各々の指向性、
両者の推進のための方策のあり方自体の差異をもたらす
ため、各々に適合した有効な関係に基づく仕組みを地域
ごとに明確にすることが重要となる。
個々の地域がもつ異なった条件に応じた地域的展開に

ついては、包括性、複合性を特性の基盤とする一方、地
域ごとに異なったツーリズム推進と地域振興のための方
策の推進を視野に入れることによって、軸となる関係の
内容をより多様化させてとらえることが必要となる。そ
のため、そうした多様化が、地域振興の対象となる地域
を中心とする地域的関係を錯綜させることをふまえ、
個々の地域ごとのツーリズムと地域振興のための方策を
中心とする地域的関係を基に、両者の推進の進展によっ
て形成される新たな軸となる関係を焦点とした取組みを
可能とする仕組みの構築、具体化を図ることが重要にな
ると考えられる。

（2）ツーリズムの特性を焦点とした地域振興に関わる
論点

この論点では、特定の機能に基づく指向性をもったツ
ーリズムが地域振興のための方策において中心となり、
ツーリズムの特性を焦点とする地域振興の多様な地域的

展開を促すことを軸とする関係が焦点となる。これにつ
いては、まず、ツーリズムがもつ複数の中心となる特定
の機能が複合化し、それに基づくツーリズム推進と地域
振興のための方策の推進各々において対象となる地域が
整合することに関して、ツーリズムにおいて中心となる
複合化した機能、地域振興のための方策において柱とな
る機能各々に基づく取組みが、対象となる地域において
一体化し、地域総体としてとらえられる地域振興を促す
効果を包括的、複合的にもたらすことが焦点となる。こ
こでは、両者における取組みの一体化に関して、ツーリ
ズムにおける複合化した特定の機能に基づく指向性をも
った取組みが重要となるが、それらが中心となってツー
リズム推進による効果をもたらし、相乗的に効果を高め
るとともに、地域振興のための方策においては、異なっ
た領域に関わる取組みと一体化し、地域振興を促す核と
なる効果をもたらすことが必要となる。ツーリズム推進
を焦点とする効果は、多様な領域に関わる効果に結びつ
けることが不可欠となるが、それを可能にする仕組みの
構築においては、ツーリズム推進を軸とする方策におけ
る取組みとともに、地域振興のための方策における多様
な領域に関わる取組みのなかで、地域特性に適合し、ツ
ーリズムの対象となる中核的な地域資源に基づくことに
よってより効果的な軸となる取組みの具体化が重視され
ることになる。
ツーリズム推進、地域振興のための方策の推進各々に

おいて対象となる地域が整合する地域的展開について
は、ツーリズムの複合化した特定の機能がもつ多様な地
域との関わりを視野に入れ、グローバルな関わりを含め
た広域性、あるいは、対象となる地域内においてとらえ
られる異なった地域特性に基づくことによって、両者間
で一体化した取組みを地域的に柔軟に推進することによ
る効果が焦点となる。特に、ここでの一体化は、ツーリ
ズム、地域振興のための方策各々の推進に関して、地域
的視点に基づく拠点性、あるいは、包括性、複合性のあ
り方、それらの形成のための方策の具体化を必要とする
ことになる。そのため、より効果的な取組みとするため
のツーリズムを中心とする機能に関する条件、地域振興
において有効な取組みとするために必要な条件をそこに
結びつけることによって、地域振興を促すために構築す
べき軸となる関係のあり方を地域的に明確にすることが
重要になると考えられる。
次いで、中心となる異なった特定の機能間で形成され

る相互関係において、中核的な機能と補完的な機能との
関係が対象となる地域間の関係と整合することに関して
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は、ツーリズムにおいて中心となる特定の機能が、地域
振興のための方策においてそうした機能に基づく柱とな
る取組みと直結するとともに、それらとツーリズム、そ
うした方策における補完的な特定の機能との相互関係が
各地域において相乗的な効果をもたらすことが重要とな
る。中核的な特定の機能に基づくツーリズム推進と地域
振興を包括的、複合的に推進するための方策との間にお
いては、効果的な連関関係を形成することが必要である
が、そこでは、ツーリズム推進を先導的に促す機能に関
わる取組み、それらと連動し、そうした機能、取組みに
基づく地域振興のための方策が、各々の効果を相乗的に
高めるとともに、地域振興を促す効果としてそうした効
果をより広範化させるための取組み、それらに基づく仕
組みを構築することが重視される。また、ツーリズム推
進における補完的な機能については、地域振興のための
方策との効果的な連関関係の形成に加えて、ツーリズム
における中核的な機能との相互関係から見出される地域
振興のための取組みを焦点とする方策の具体化が必要と
なる。
中心となる地域とそれを補完する地域との関係に基づ

く地域的展開については、ツーリズムにおける中核的な
特定の機能が関わる地域、多様な補完的な機能が関わる
地域が形成する地域的関係において、地域振興を促すた
めの軸を形成することを焦点とする方策が重視される。
特に、中核的な機能は、異なった指向性に基づく特性を
もつことになり、それらと補完的な機能との相互関係の
なかで、地域振興の推進のための取組みにおける多様な
先導性、それらを担う機能のあり方を具体化することが
不可欠となる。したがって、中核的、補完的な異なった
機能の特性に応じた多様な地域的関係を形成するツーリ
ズム推進と、各々の地域においてそれらに適合し、地域
振興のための異なった機能、取組みのあり方に基づく地
域的関係を形成する方策の推進において、軸となる地域
的関係に関わる取組みを中心とする方策を明確にし、ツ
ーリズムの異なった指向性に応じた地域振興の広範な展
開を可能にするための仕組みの構築、具体化に結びつけ
ることが重要になると考えられる。
さらに、特定の機能に基づく異なった指向性をもつツ

ーリズム、地域振興のための方策が一体化し、両者の推
進が対象となる異なった個々の地域ごとに整合すること
に関しては、ツーリズム推進におけるそうした個々の地
域、地域資源がもつ特性に適合した機能、取組み、それ
らを担う主体と、地域振興のための方策における柱とな
る取組み、それを中心とする取組みの構成、それらを担

う主体とが一体化することになるため、両者の推進にお
いては、地域ごとに異なった指向性がもたらされること
になり、それらに基づく地域振興を促す効果の多様なあ
り方を見出すことが重要となる。ここでのツーリズムに
おける異なった特定の機能は、地域振興のあり方自体を
規定する基盤に直結することによって、地域振興におい
て重視される領域の特性や構造、それらに基づく方策、
取組みの多様化を促すこととなり、したがって、両者が
推進される地域については、それを視野に入れた個々の
地域ごとの、あるいは、多様な地域的関係のなかでの対
象地域としての妥当性、有効性を明確にする必要があ
る。その際には、特に、そうした機能に基づく地域的関
係がより多様化することに関しては、既存の関係だけで
はなく、地域振興を促し、望ましい効果をもたらすうえ
で軸となる新たな関係を形成するための取組みを含めた
方策の具体化が重視されることになる。
ツーリズムにおける異なった特定の機能を中心とし、

地域がもつ異なった条件に応じたツーリズム推進、地域
振興のための方策の推進が促す地域的展開については、
各々の地域において両者が一体化するうえで核となる機
能、取組みの推進を中心に、地域ごとに各々異なった地
域的関係を形成し、推進の展開に伴って、それらがより
多様化、錯綜することが焦点となる。そうした推進の展
開は、地域ごとに異なったプロセス、局面、効果を生み
出すこととなり、それらに応じた地域的関係を具体化す
ることが不可欠になるといえる。その際には、特に、対
象となる地域間の関係に加えて、各々に適合した地域的
関係のあり方が重視されることになる。そのため、対象
となる個々の地域内、あるいは、地域外において関わる
地域特性、また、グローバルな関わりを含めた個々の地
域ごとにもつべき広域性に適合した機能、取組み、それ
らと結びついた新たな対象となる地域を具体化し、そこ
で軸となるより有効な地域的関係の形成を可能とする方
策の広範化を図ることが必要になると考えられる。

4．おわりに

本稿においては、ツーリズムの特性、地域振興のため
の方策各々、両者間の関係が多様な地域、地域資源との
関わりをもつことを焦点とする地域的視点に基づき、ま
ず、ツーリズム推進において基本になるとともに、地域
振興を促す効果に関して軸として機能することを焦点と
することによって、ツーリズムがもつ機能に関して軸と
なる側面と結びついた 2つの重視すべきツーリズムの
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特性を提示し、各々について考察した。
次いで、そうしたツーリズムの特性と地域振興のため

の方策との関係、その地域的展開に関して、ツーリズム
推進と地域振興のための方策の推進との間において軸と
なる関係を見出すことを焦点とし、包括性、複合性、ま
た、ツーリズムの特性を焦点とした地域振興各々に関わ
る 2つの重視すべき論点を提示し、各々について考察
した。
今後は、地域特性に基づく多様なツーリズムの特性、

それを焦点とするツーリズム推進と地域振興のための方
策の推進との関係がもつ地域との関わりを多様化させる
とともに、そこにおいて軸となる側面を明確にし、地域
振興を促す効果をより高めるための方策の具体化につな
げることが課題となる。

【注】
１）地域振興におけるツーリズム推進のための方策について

は、森（2015）が地域経済に関わる論点に関して示し
た方策、効果の基盤となる側面、仕組みの重要性、効果
のあり方に基づく方策の異なった指向性、それらとの関
係を視野に入れたツーリズム推進のための方策とその効
果に関して重視すべき側面をふまえる必要がある。

２）東紀州地域の登録数は、「地域事務所」の「尾鷲」と
「熊野」との合計である。

３）これら以外の「活動分野」では、「教育」、「食」、「文
化」、「産業振興」、「環境保全」、「福祉」などがある（1
グループに複数ある場合がある）。「観光振興」の登録数
は、三重県全体で 284（38.2％）であるが、東紀州地域
について「美し国おこし・三重」実行委員会（2015 a）
の「付属資料」により集計すると 56（50％）となる
（割合はグループの登録数を分母にして算出）。なお、
各々のグループについては、同「付属資料」、「美し国お
こし・三重」実行委員会（2015 b）に記載されている。

４）これらについては、Spyriadis et al.（2013）が示す
DMOs（destination management organisations）の構
造や機能、Zahra（2011）が示す補完性原理（the prin-
ciple of subsidiarity）に着目した地域的なツーリズに
関わるガバナンス、特に RTOs（regional tourism or-
ganisations）のガバナンスといった地域的視点に基づ
くツーリズム推進、それを担う主体、重視すべき機能に
関わる論点、また、松原（2010）が地域経済に関して
示す主体間関係のありように注目した「システムとして
の地域」の競争力の重要性といった地域振興のための方
策、対象となる地域のとらえ方に関わる論点を視野に入
れる必要がある。
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